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委員会メンバー
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● 2022年9月より新メンバーで発足
● 委員長は大栗さん



● 中間審査を6月7日に行い、追加のレポートを提出してもら
い、7月6日に最終的な審査を行った。

● プロポーザル提出時から改良された惑星形成の理論モデ
ルでのシミュレーションの結果、惑星の発見数の期待値は
少なくなることが分かった。

● しかし、IRDはユニークな装置であり、今後の観測を継続す
ることによって、惑星形成の理解に貢献することが可能であ
ると判断した。

● ただし、新惑星の発見だけにとどまらず、M型星の活動性な
ど２次的な研究成果も関連の研究者と連携して進めること
を推奨した。
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IRD-SSP



● コミッショニング観測で得られるデータによる science 
verification を認めた。

● 得られた情報はコミュニティにも迅速に公開されることを条
件としている。

● S23A, S23B については、PFSのコミッショニング、HSCでの継
続的な観測、望遠鏡の改修などが競合する可能性がある
ので、観測所にうまく調整するようにお願いしている。
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PFS-SSP



TAC
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● プロポーザル審査におけるバイアス調査を
行った。

● その結果、男女間で採択率に約２倍の差が
あることが分かった。

● Reviewerの男女比  (86%:14%)も影響している
と思われるが、改善は容易ではない。

● S23Bの公募から  Dual Anonymous Review を
導入する準備を進めている。

● プロポーザルの書き方が変わるので、今後
SACで議論した上で、UMで周知する。


